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(57)【要約】
【課題】
　顔の各部の静止画を取り込む際に、だれが操作しても
、ピンボケや画像ブレの少ない鮮明度の高い画像を短時
間で得られるようにする。
【解決手段】
　観察ヘッド（２）に形成された観察孔（３）を被観察
物に当接させた状態で画像を取り込む際に撮影開始から
撮影終了まで所定時間間隔で画像信号を取り込むバッフ
ァメモリ（１１）と、新しい画像信号がバッファメモリ
（１１）に入力されるたびに、その画像信号に基づいて
鮮明度評価値を算出する評価値算出手段（１３）と、鮮
明度評価値が算出された最初の画像信号をフレームメモ
リ（１４）に記録すると共に、新しい画像信号（Ｇｎ）
が入力されるたびごとに、新しい画像信号の鮮明度評価
値（ＣＶｎ）とフレームメモリ（１４）に記録されてい
る画像信号（Ｇｍ）の鮮明度評価値を比較して、鮮明度
評価値が高いほうの画像をフレームメモリに残す画像選
別手段（１５）を備えた。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被観察物を観察するための観察孔が形成された観察ヘッドの内側に、観察孔を通して観
察された被観察物を撮像する撮像光学系と、撮像の際に被観察物に照明光を照射する照明
系が配され、前記観察孔が撮像光学系の合焦位置に形成されて観察孔を被観察物に当接さ
せた状態で画像を取り込み、その画像信号をディスプレイに対して出力する拡大撮像装置
において、
　撮影開始から撮影終了まで所定時間間隔で画像信号が取り込まれるバッファメモリと、
新しい画像信号がバッファメモリに入力されるたびに、その画像信号に基づいて鮮明度評
価値を算出する評価値算出手段とを備えると共に、
　鮮明度評価値が算出された最初の画像信号をフレームメモリに記録し、新しい画像信号
の鮮明度評価値が算出されるたびごとに、新しい画像信号とフレームメモリに記録されて
いる画像信号の鮮明度評価値を比較し、新しい画像信号の鮮明度評価値が高い場合はフレ
ームメモリに新しい画像信号を記録して前の画像信号を消去し、新しい画像信号の鮮明度
評価値が低い場合は前の画像信号を残したまま新しい画像信号を消去する画像選別手段を
備えたことを特徴とする拡大撮像装置。
【請求項２】
　前記観察孔は方形に形成され、観察ヘッドが前記観察孔の４辺から周囲に向かって徐々
に低くなるように広がる斜面で形成されると共に、観察孔の４辺を構成する二組の対向す
る２辺のうち、一方の対向２辺から広がる一対の斜面の傾斜角度が、他方の対向２辺から
広がる一対の斜面の傾斜角度より大きく形成された請求項１記載の拡大撮像装置。
【請求項３】
　前記観察孔はコーナ部が面取り又はアール仕上げされた方形に形成され、観察ヘッドが
前記観察孔の４辺から周囲に向かって徐々に低くなるように広がる斜面で形成されると共
に、観察孔の４辺を構成する二組の対向する２辺のうち、一方の対向２辺から広がる一対
の斜面の傾斜角度が、他方の対向２辺から広がる一対の斜面の傾斜角度より大きく形成さ
れた請求項１記載の拡大撮像装置。
【請求項４】
　前記観察孔が長方形に形成され、その長辺から広がる一対の斜面の傾斜角度が、短辺か
ら広がる一対の斜面の傾斜角度より大きく形成された請求項２又は３記載の拡大撮像装置
。
【請求項５】
　前記画像選別手段で、フレームメモリに記録された画像信号の鮮明度評価値と、新しい
画像信号の鮮明度評価値が等しい場合に新しい画像信号をフレームメモリに記録する請求
項１乃至４いずれか記載の拡大撮像装置。
【請求項６】
　前記鮮明度評価値が、画像を横断する任意の画素列上に配された隣接する画素の輝度差
の総和の関数である請求項１乃至５いずれか記載の拡大撮像装置。
【請求項７】
　前記バッファメモリに記録される撮像中の画像信号と、前記フレームメモリに記録され
ている鮮明度評価値が最大の画像信号をディスプレイに対して出力する画像信号出力手段
を備えた請求項１乃至６記載の拡大撮像装置。
【請求項８】
　被観察物に当接される前記観察孔周縁部に被観察物の水分を検出する水分センサが設け
られ、
　観察画像の撮像タイミングと同期的に前記水分センサから出力される検出信号に基づい
て水分量の判定値を算出する判定値算出手段と、
　前記水分量の判定値をその画像信号と対応させてバッファメモリに取り込み、撮像終了
時にフレームメモリに残された画像信号に対応して取り込まれた判定値を所定の記録領域
に記録する判定値記録手段を備えた請求項１記載の拡大観察装置。
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【請求項９】
　前記画像選別手段で鮮明度評価値の高い新たな画像信号が記録されたときからより評価
値の高い新たな画像が入力されないまま予め設定された所定時間経過したときに、記録さ
れている鮮明度評価値を予め設定された所定の値に低下させる撮像部位変更時連続撮像手
段を備えた請求項１記載の拡大撮像装置。
【請求項１０】
　被観察物を観察するための観察孔が形成された観察ヘッドの内側に、観察孔を通して観
察された被観察物を撮像する撮像光学系と、撮像の際に被観察物に照明光を照射する照明
系が配され、前記観察孔が撮像光学系の合焦位置に形成されて観察孔を被観察物に当接さ
せた状態で画像を取り込み、その画像信号をディスプレイに対して出力する拡大撮像装置
を用いた撮像方法において、
　撮影開始から撮影終了まで所定時間間隔で画像信号をバッファメモリに取り込み、
　新しい画像信号がバッファメモリに入力されるたびに、その画像信号に基づいて鮮明度
評価値を算出し、
　鮮明度評価値が算出された最初の画像信号をフレームメモリに記録すると共に、新しい
画像信号の鮮明度評価値が算出されるたびごとに、新しい画像信号とフレームメモリに記
録されている画像信号の鮮明度評価値を比較し、新しい画像信号の鮮明度評価値が高い場
合はフレームメモリに新しい画像信号を記録して前の画像信号を消去し、新しい画像信号
の鮮明度評価値が低い場合は前の画像信号を残したまま新しい画像信号を消去することを
特徴とする撮像方法。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被観察物に当接させた観察孔を通して、被観察物を拡大して撮像する拡大撮
像装置及び撮像方法に関し、特に、肌を観察する肌用スコープ等に用いて好適なものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　肌用拡大撮像装置は、コスメティックサロン（化粧品店）などで顧客の肌に応じた最適
なスキンケア製品を販売する販促ツールとして用いられている。
　従来の肌用拡大撮像装置は、一般に、先端に円形の観察孔が形成された半球ドーム状の
観察ヘッドを備えており、この観察ヘッドを頬、こめかみ、眼の下など肌を観察しようと
する任意の部位に当てることにより、顧客の肌の様子を拡大観察するものである。
【０００３】
　この場合に、観察ヘッドを頬などの肌が柔らかい部分に押し当てると、観察ヘッドによ
り観察孔周辺の肌が押さえ付けられて観察孔の内側の部分が膨らみ、レンズの被写界深度
から外れてピントがぼけてしまい、画像の鮮明度が低下するという問題を生ずる。
【０００４】
　もちろん、被写界深度が深くなるように光学設計すればピントがぼけることなく撮像可
能ではあるが、高価なレンズを何枚も使用しなければならず、製造コストが嵩むため、撮
像装置の販売価格を高くならざるを得ない。
【０００５】
　このため、被写界深度の浅い撮像装置では、ディスプレイをモニターしながら、手で持
った撮像装置の肌への撮像角度や押圧力を慎重に調整しながら、最適画像が得られたとこ
ろで、画像取込ボタン（シャッターボタン）を押して静止画を取り込むようにしている。
【０００６】
　しかしながら、この種の撮像装置は取扱いの便宜から片手で持って操作できるように設
計されており、例えば、親指と薬指と小指でグリップした状態で、人差し指や中指でボタ
ン操作するようになっているので、画像取込ボタンを押したときにその反動で撮像装置が
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動いて画像ブレを起こしてしまい、画像の鮮明度が低下するという問題を生じた。
【０００７】
　また、観察ヘッドが半球ドーム状であるのに対し、顔も概ね凸面で形成されているとこ
ろから、例えば額を撮像しようとして観察孔を額に当接させたときに、観察ヘッドは額と
接している観察孔を中心に前後左右どの方向へも傾きやすく、コスメティックカウンセラ
ー（販売員）の癖や撮影時の姿勢等によって撮像角度が変わってしまい、鮮明な最適画像
を得るまでに時間がかかり、鮮明画像を得るまでに撮像装置を持つ手が疲れて結局最適画
像で撮像することが難しくなるという問題も生じた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００２－２４４０４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明が解決しようとする課題は、顔の各部の静止画を取り込む際に、だれが操作して
も、ピンボケや画像ブレの少ない鮮明度の高い画像を、短時間で得られるようにすること
を技術的課題としている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　この課題を解決するために、請求項１の発明は、被観察物を観察するための観察孔が形
成された観察ヘッドの内側に、観察孔を通して観察された被観察物を撮像する撮像光学系
と、撮像の際に被観察物に照明光を照射する照明系が配され、前記観察孔が撮像光学系の
合焦位置に形成されて観察孔を被観察物に当接させた状態で画像を取り込み、その画像信
号をディスプレイに対して出力する拡大撮像装置において、
　撮影開始から撮影終了まで所定時間間隔で画像信号が取り込まれるバッファメモリと、
新しい画像信号がバッファメモリに入力されるたびに、その画像信号に基づいて鮮明度評
価値を算出する評価値算出手段とを備えると共に、
　鮮明度評価値が算出された最初の画像信号をフレームメモリに記録し、新しい画像信号
の鮮明度評価値が算出されるたびごとに、新しい画像信号とフレームメモリに記録されて
いる画像信号の鮮明度評価値を比較し、新しい画像信号の鮮明度評価値が高い場合はフレ
ームメモリに新しい画像信号を記録して前の画像信号を消去し、新しい画像信号の鮮明度
評価値が低い場合は前の画像信号を残したまま新しい画像信号を消去する画像選別手段を
備えたことを特徴としている。
【００１１】
　また、請求項２の発明では、観察孔は方形に形成され、観察ヘッドが前記観察孔の４辺
から周囲に向かって徐々に低くなるように広がる斜面で形成されると共に、観察孔の４辺
を構成する二組の対向する２辺のうち、一方の対向２辺から広がる一対の斜面の傾斜角度
が、他方の対向２辺から広がる一対の斜面の傾斜角度より大きく形成されている。
　さらに、請求項３の発明では、観察孔はコーナ部が面取り又はアール仕上げされた方形
に形成され、観察ヘッドが前記観察孔の４辺から周囲に向かって徐々に低くなるように広
がる斜面で形成されると共に、観察孔の４辺を構成する二組の対向する２辺のうち、一方
の対向２辺から広がる一対の斜面の傾斜角度が、他方の対向２辺から広がる一対の斜面の
傾斜角度より大きく形成されている。
【００１２】
　請求項８の発明は、被観察物に当接される前記観察孔周縁部に被観察物表面の水分量を
検出する水分センサが設けられ、前記水分センサから出力される検出信号に基づいて観察
画像の撮像と同期的に水分量の判定値を算出する判定値算出手段と、各画像信号の撮像タ
イミングと同期的に算出された前記水分量の判定値をその画像信号と対応させてバッファ
メモリに取り込み、撮像終了時にフレームメモリに残された画像信号に対応して取り込ま
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れた判定値を所定の記録領域に記録する判定値記録手段とを備えている。
　請求項９の発明は、前記画像選別手段で鮮明度評価値の高い新たな画像信号が記録され
たときからより評価値の高い新たな画像が入力されないまま予め設定された所定時間経過
したときに、記録されている鮮明度評価値を予め設定された所定の値に低下させる撮像部
位変更時連続撮像手段を備えている。
【００１３】
　さらに、請求項１０の発明は、被観察物を観察するための観察孔が形成された観察ヘッ
ドの内側に、観察孔を通して観察された被観察物を撮像する撮像光学系と、撮像の際に被
観察物に照明光を照射する照明系が配され、前記観察孔が撮像光学系の合焦位置に形成さ
れて観察孔を被観察物に当接させた状態で画像を取り込み、その画像信号をディスプレイ
に対して出力する拡大撮像装置を用いた撮像方法において、
　撮影開始から撮影終了まで所定時間間隔で画像信号をバッファメモリに取り込み、
　新しい画像信号がバッファメモリに入力されるたびに、その画像信号に基づいて鮮明度
評価値を算出し、
　鮮明度評価値が算出された最初の画像信号をフレームメモリに記録すると共に、新しい
画像信号の鮮明度評価値が算出されるたびごとに、新しい画像信号とフレームメモリに記
録されている画像信号の鮮明度評価値を比較し、新しい画像信号の鮮明度評価値が高い場
合はフレームメモリに新しい画像信号を記録して前の画像信号を消去し、新しい画像信号
の鮮明度評価値が低い場合は前の画像信号を残したまま新しい画像信号を消去することを
特徴としている。
【発明の効果】
【００１４】
　請求項１の拡大撮像装置や請求項１０の撮像方法によれば、ディスプレイをモニターし
ながら撮像角度や押圧力を調整して最適画像が得られた時点で画像取込用のシャッターを
押すのではなく、ディスプレイをモニターしながら撮像装置の撮像角度や押圧力を調整し
ている間に既に画像が連続的に取り込まれて、鮮明度評価値の高い画像のみが残されてい
くので、ピンボケや画像ブレのない画像が確認できた後に画像の取り込みを中止すれば、
それまで取り込まれた画像中、ピンボケや画像ブレのない最も鮮明度評価値の高い画像が
選別されることになる。
　すなわち、ディスプレイをモニターしながらピンボケや画像ブレのない画像が確認でき
た時点で、その画像は既に取り込まれているので、従来のように、シャッターボタンを押
すことにより画像ブレを起こすこともない。
【００１５】
　さらに、請求項２や請求項３の拡大撮像装置によれば、観察ヘッドが半球ドーム状では
なく、方形観察孔の４辺から周囲に向かって広がる斜面によりいわば截頭角錐台形状に形
成されている。
　そして、観察孔の４辺を構成する二組の対向する２辺のうち、一方の対向２辺から広が
る一対の斜面の傾斜角度が、他方の対向２辺から広がる一対の斜面の傾斜角度より大きく
形成されており、すなわち、一方が緩斜面、他方が急斜面で形成されていることになる。
　ここで、観察ヘッドを肌に当てた場合に安定する角度は、観察孔が肌に密接されて撮像
光軸が肌に直交する場合と、緩斜面側の一対の斜面が肌に密接された夫々の場合と、急斜
面側の一対の斜面が肌に密接された夫々の場合の５通りが考えられるが、急斜面側の斜面
を肌に密接させた場合はその傾きが急であることが認識できるから、実質３通りに絞られ
る。
　そして、額のように皮膚表面から直下の頭蓋骨までが薄い部分を撮像する場合は、緩斜
面側の一方の斜面を肌に当接させた状態から、観察ヘッドをその傾斜方向に動かして、段
階的に傾きを変えることにより、観察孔－緩斜面側の他方の斜面というように、三つの傾
斜角度を認識できるので、その中央の傾斜角度にすれば観察孔が肌に密接されて撮像光軸
が肌に直交させることができるので、拡大撮像装置が安定し、いち早く最適画像を得るこ
とができる。
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【００１６】
　請求項８の発明では、被観察物に当接される前記観察孔周縁部に被観察物表面の水分量
を検出する水分センサが設けられ、画像を取り込むごとに水分量の判定値を算出してその
画像信号と対応させてバッファメモリに取り込み、撮像終了時にフレームメモリに残され
た画像信号に対応する判定値が所定の記録領域に記録されるので、適正な画像が撮像され
たときの判定値が記録される。
　適正な画像が撮像されたときは、結果的に観察孔が被観察物に適正に当接されているの
で、その観察孔周縁部に設けられた水分センサも適正に当接されていると考えられ、水分
量の判定値の信頼性が向上する。
【００１７】
　請求項９の発明では、肌のある部位を最初に撮像したときにその部位では目的とする画
像が得られず、最初の部位とは異なる次の部位を撮像しようとする場合に、操作者がスイ
ッチを入れ直すことなく連続して撮像することができる。
　すなわち、最初の部位の撮像が終了した段階で鮮明度評価値ＣＶｍが記録されており、
観察孔を肌から離して次に撮像する部位を探すまでは、観察孔が観察対象物に当接される
ことがないので記録されている評価値より高い評価値が入力されることはない。
　そして、所定時間（例えば５秒程度）経過した時点で、記録されている評価値を低下さ
せると、観察孔を次の撮像部位に当接して撮像したときにピントが合った段階で、そのと
きの鮮明度評価値が記録されている評価値を上回るので、最初の撮像部位の画像信号が次
の撮像部位の画像信号に自動的に書き換えられることになる。
 
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明に係る拡大撮像装置の一例を示す説明図。
【図２】その外観図。
【図３】そのデータ処理手順を示すフローチャート。
【図４】額を撮像する場合の使用状態を示す説明図。
【図５】（ａ）及び（ｂ）は頬を撮像する場合の使用状態を示す説明図。
【図６】撮像装置を傾けたまま頬を撮像する場合の使用状態を示す説明図。
【図７】（ａ）及び（ｂ）は他の実施形態の要部を示す説明図。
【図８】他の実施形態を示す説明図。
【図９】その外観図。
【図１０】そのデータ処理手順を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明は、顔の各部の静止画を取り込む際に、だれが操作しても、ピンボケや画像ブレ
の少ない鮮明度の高い画像が短時間で得られという目的を達成するために、撮影開始から
撮影終了まで所定時間間隔で新しい画像が順次取り込まれるバッファメモリと、新しい画
像信号がバッファメモリに入力されるたびに、その画像信号に基づいて鮮明度評価値を算
出する評価値算出手段と、鮮明度評価値が算出された最初の画像信号をフレームメモリに
記録すると共に、新しい画像信号の鮮明度評価値が算出されるたびごとに、新しい画像信
号とフレームメモリに記録されている画像信号の鮮明度評価値と比較し、新しい画像信号
の鮮明度評価値が高い場合はフレームメモリに新しい画像信号を記録して前の画像信号を
消去し、新しい画像信号の鮮明度評価値が低い場合は前の画像信号を残したまま新しい画
像信号を消去する画像選別手段とを備えた。
【実施例１】
【００２０】
　図１に示す本発明の拡大撮像装置１は、装置本体１７に形成された撮像ヘッド２の先端
に被観察物を観察するための観察孔３が形成されると共に、当該観察ヘッド２の内側に、
観察孔３を通して観察された被観察物を撮像する撮像光学系４と、撮像の際に被観察物に
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照明光を照射する照明系５が配されており、前記観察孔３が撮像光学系４の合焦位置に形
成されて観察孔３を被観察物に当接させた状態で画像を取り込み、その画像信号がディス
プレイ１１に対して出力されるように構成されている。
【００２１】
　撮像光学系４は、観察孔３を貫通する撮像光軸Ｘ上に、結像レンズ６及び固体撮像素子
７を配した構成となっている。
　照明系５は、観察孔３に向けて光を照射するＬＥＤなどの発光素子８…が撮像光軸Ｘの
周囲に環状に配された構成となっている
【００２２】
　観察ヘッド２の中央部に形成された観察孔３は、方形撮像面を有する撮像素子７の撮像
範囲に応じて方形に開口形成されている。
　そして、観察ヘッド２は、観察孔３の４辺３ａ～３ｄから周囲に向かって徐々に低くな
るように広がる斜面９Ａ～９Ｄで形成されると共に、観察孔の４辺を構成する二組の対向
する２辺のうち、一方の対向２辺３ｂ，３ｄから広がる一対の斜面９Ｂ，９Ｄの傾斜角度
が、他方の対向２辺３ａ，３ｃから広がる一対の斜面９Ａ，９Ｃの傾斜角度より大きく形
成されている。
　例えば、斜面９Ａ，９Ｃの傾斜角度は５～３０°、斜面９Ｂ，９Ｄの傾斜角度は４５～
７０°に選定されている。
　本例では、観察孔３が長方形に形成され、短辺３ｂ，３ｄから広がる一対の斜面９Ｂ，
９Ｄの傾斜角度が６０°であり、長辺３ａ，３ｃから広がる一対の斜面９Ａ，９Ｃの傾斜
角度１０°及び２０°より大きく形成されている。
　すなわち、観察ヘッド２は、略長方形の底面を有し、観察孔３を頂上面とする截頭角錐
形状に形成され、観察孔３を中心に上下の斜面９Ａ，９Ｃが緩斜面に形成され、左右の斜
面９Ｂ，９Ｄが急斜面に形成されている。
【００２３】
　撮像光学系４の固体撮像素子７は、ディスプレイ１１を備えたコンピュータからなるデ
ータ処理装置１０に接続されている。
　このデータ処理装置１０は、撮影開始から撮影終了まで所定時間間隔で画像信号を１フ
レームずつ取り込むバッファメモリ１２と、新しい画像信号がバッファメモリ１２に入力
されるたびに、その画像信号に基づいて鮮明度評価値を算出する評価値算出手段と、鮮明
度評価値が算出された最初の画像信号をフレームメモリ１３に記録すると共に、新しい画
像信号の鮮明度評価値が算出されるたびごとに、新しい画像信号とフレームメモリ１３に
記録されている画像信号の鮮明度評価値を比較し、新しい画像信号の鮮明度評価値が高い
場合はフレームメモリ１３に新しい画像信号を記録して前の画像信号を消去し、新しい画
像信号の鮮明度評価値が低い場合は前の画像信号を残したまま新しい画像信号を消去する
画像選別手段と、撮像終了時にフレームメモリ１３に記録されている画像を保存する選別
画像記録部１４を備えている。
　また、ディスプレイ１１には、バッファメモリ１２に記録されている現在撮像中の画像
Ｇｎを表示するライブイメージエリアＡ１と、フレームメモリ１３に記録されている鮮明
度評価値が最大の画像Ｇｍを表示するベストイメージエリアＡ２が形成され、二つの画像
が対比可能に表示される。
【００２４】
　図３はデータ処理装置１０の処理手順を示すフローチャートであって、メインスイッチ
（図示せず）が押されると、処理が実行開始され、ステップＳＴＰ１で撮像光学系４及び
照明系５がオンされ、ステップＳＴＰ２でスタートボタン（図示せず）が押下されるまで
待機する。
【００２５】
　スタートボタンが押下されるとステップＳＴＰ３へ移行して最初の画像信号Ｇ１をバッ
ファメモリ１２に取り込むと共にディスプレイ１１のライブイメージエリアＡ１に映し出
させ、ステップＳＴＰ４でその鮮明度評価値ＣＶ１を算出する。
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鮮明度評価値ＣＶｎは、同じ画像であればピンボケや画像ブレのないときに高くなる値が
設定され、例えば、１フレームの画像を横断する任意の画素列上に配された隣接する画素
の輝度差の絶対値の総和として算出される。
【００２６】
　そして、ステップＳＴＰ５でその画像信号Ｇ１をフレームメモリ１３に記録すると共に
、記録された画像信号Ｇ１及び鮮明度評価値ＣＶ１をそれぞれＧｍ及びＣＶｍとし、また
、画像信号Ｇｍをディスプレイ１１のベストイメージエリアＡ２に映し出す。
　ステップＳＴＰ６で次の画像信号Ｇｎをバッファメモリ１２に取り込むと共にその画像
信号Ｇｎをディスプレイ１１のライブイメージエリアＡ１に映し出させ、ステップＳＴＰ
７でその鮮明度評価値ＣＶｎを算出する。
　次いで、ステップＳＴＰ８で、新しい画像信号Ｇｎの鮮明度評価値ＣＶｎと、フレーム
メモリ１３に記録されている画像信号Ｇｍの鮮明度評価値ＣＶｍを比較する。
【００２７】
　そして、新しい画像信号Ｇｎの鮮明度評価値ＣＶｎの方が記録されている画像信号Ｇｍ

の鮮明度評価値ＣＶｍより高いか等しい場合（ＣＶｎ≧ＣＶｍの場合）は、ステップＳＴ
Ｐ９に移行し、新しい画像信号ＧｎをＧｍに、鮮明度評価値ＣＶｎをＣＶｍに書き換える
と共に、フレームメモリ１３に記録することにより前の画像信号を消去し、新しい画像信
号Ｇｍをディスプレイ１１のベストイメージエリアＡ２に映し出して、ステップＳＴＰ１
１に移行する。
　一方、新しい画像信号Ｇｎの鮮明度評価値ＣＶｎの方が記録されている画像信号Ｇｍの
鮮明度評価値ＣＶｍより低い場合（ＣＶｎ＜ＣＶｍの場合）は、ステップＳＴＰ１０によ
り前の画像信号Ｇｍをフレームメモリ１３に残したまま、バッファメモリ１２から新しい
画像信号を消去して、ステップＳＴＰ１１に移行する。
　ステップＳＴＰ１１では、ストップボタン（図示せず）が押されたか否かが判断され、
押されたときはステップＳＴＰ１２でフレームメモリ１３に残った最適画像を選別画像記
録部１４に記録して処理を終了し、押されていないときはステップＳＴＰ６に戻って撮影
を継続する。
【００２８】
　ここで、ステップＳＴＰ４及びステップＳＴＰ７の処理が評価値算出手段であり、ステ
ップＳＴＰ３，５，６，９の処理が画像信号出力手段であり、ステップＳＴＰ５～１１の
処理が画像選別手段である。
【００２９】
　以上が本発明に係る拡大撮像装置の一構成例であって、次にこれを用いた撮像方法につ
いて説明する。
　まず、拡大撮像装置１の観察ヘッド２を肌に当てた状態で、スタートスイッチ（図示せ
ず）を押し、ディスプレイ１１をモニターしながら、その撮像角度や押圧力を調整する。
　肌を観察しようとする場合、観察しようとする部位に対して、撮像光軸Ｘが直交するよ
うにセットすることが望ましく、本例の撮像装置１を用いた場合、観察ヘッド２は截頭角
錐形状に形成されているので、五つの面を肌に当接することができ、そのときはいずれも
撮像装置が安定する。
　すなわち、観察孔が肌に密接されて撮像光軸が肌に直交する場合と、緩斜面側の一対の
斜面が肌に密接された夫々の場合と、急斜面側の一対の斜面が肌に密接された夫々の場合
の５通りが考えられるが、観察孔を当接させる場合以外は撮像光軸Ｘと観察部位が理論的
には直交しないことになる。
　ただし、急斜面側の斜面を肌に密接させた場合はその傾きが急であることが容易に認識
することができるから、誤ってそのようにセットすることは有り得ない。
【００３０】
　そして、額のように皮膚表面から直下の頭蓋骨までが薄い部分を撮像する場合は、緩斜
面側の一対の斜面９Ａ及び９Ｃの一方を肌に当接させる。斜面９Ａ及び９Ｃはその面積も
比較的大きいため肌に当接させやすく、当接した状態で撮像装置１が安定する。
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　ここで、図４に示すように、例えば上方の斜面９Ａを当接させた状態から、観察ヘッド
２をその傾斜方向に動かせば、上方の斜面９Ａ－観察孔３－下方の斜面９Ｃが順に肌に当
接され、このとき撮像角度は半球ドーム状の観察ヘッドのように連続的に変化するのでは
なく、各面が当接するごとに段階的に変化する。
　したがって、上方の斜面９Ａを当接させた状態からもう一段階傾斜させ、あるいは、下
方の斜面を当接させた状態から一段階戻すことにより、観察孔３を確実に肌に密接させた
状態にセットすることができ、誰が操作しても短時間で容易に撮像角度を一定に維持させ
た状態に安定させることができる。
【００３１】
　次に、頬のように肌が比較的柔らかい部分を撮像する場合は、観察ヘッド２を押し当て
るだけで、図５（ａ）に示すように緩斜面側の一対の斜面９Ａ及び９Ｃが皮膚からの弾發
力を同じように受けるため上下方向の傾斜角度が自動的に調整されてセンタリングされる
と同時に、斜面９Ａ及び９Ｃは左右方向にフラットに形成されていることから左右方向の
傾きが抑えされることになる。
　また、図５（ｂ）に示すように急斜面側の一対の斜面９Ｂ及び９Ｄも皮膚からの弾發力
を同じように受けるため左右方向の傾斜角度が自動的に調整されてセンタリングされると
同時に、斜面９Ｂ及び９Ｄは上下方向にフラットに形成されていることから上下方向の傾
きが抑えされることになる。
　したがって、各斜面９Ａ～９Ｄに肌弾力が作用することにより、撮像光軸Ｘが皮膚に対
して直交するように観察孔３が皮膚に密着される。
【００３２】
　このとき、拡大撮像装置１を抑える手に力が入って、観察ヘッド２が緩斜面側の一対の
斜面９Ａ及び９Ｃのうち一方に偏って上下片方に傾いた状態で押し当てられても撮像光軸
Ｘが皮膚に対して直交される。
　例えば、図６に示すように観察孔３の下側の長辺３ｃで肌を押さえるように観察孔３を
傾けた状態で当接させた場合、下側の長辺３ｃが肌に食い込むことにより、肌は下方の斜
面９Ｃと観察孔３に沿った形状に押し下げられ、その肌は観察孔３の４辺３ａ～３ｄで構
成される外周縁に規制された角度に傾斜されるので、その結果、撮像光軸Ｘが肌に対して
直交し、やはり、一定の角度で撮像することができる。
　したがって、この場合も、誰が操作しても短時間で容易に撮像角度を一定に維持させた
状態に安定させることができる。
【００３３】
　上述のように、撮像角度及び押圧力を調整している間、所定時間間隔で画像信号がバッ
ファメモリに取り込まれると共にその画像がディスプレイ１１に表示されるので、ディス
プレイ１１をモニターしながら構図を決定することができる。
　この間、最初に取り込まれた画像信号Ｇ１がバッファメモリ１２に入力されると共にデ
ィスプレイ１１のライブイメージエリアＡ１に映し出され（ステップＳＴＰ３）、その画
像信号Ｇ１に基づいて鮮明度評価値ＣＶ１が算出される（ステップＳＴＰ４）た後、フレ
ームメモリ１３に記録されてその画像がベストイメージエリアＡ２に映し出される（ステ
ップＳＴＰ５）。
　次いで、新しい画像信号Ｇｎがバッファメモリ１２に入力されるたびに（ステップＳＴ
Ｐ６）、その画像信号に基づいて鮮明度評価値ＣＶｎが算出され（ステップＳＴＰ７）、
新しい画像信号Ｇｎの鮮明度評価値ＣＶｎとフレームメモリ１３に記録されている画像信
号Ｇｍの鮮明度評価値ＣＶｍが比較される（ステップＳＴＰ８）。
　その結果、新しい画像信号Ｇｎの鮮明度評価値ＣＶｎが高い場合はフレームメモリ１３
に新しい画像信号を記録して前の画像信号Ｇｍを消去し、新しい画像信号Ｇｎの鮮明度評
価値ＣＶｎが低い場合は前の画像信号ＣＶｍを残したまま新しい画像信号Ｇｎを消去する
処理を行う（ステップＳＴＰ９～１０）。
【００３４】
　そして、最適画像が得られたことを確認した時点でストップボタンを押せば、画像の取
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込が停止され（ステップＳＴＰ１１）る。すなわち、最適画像を撮像しようとしてシャッ
ターボタンを押すのとは異なり、その最適画像については既に撮像されているので、画像
ブレを生ずることがない。
　また、ディスプレイ１１のライブイメージエリアＡ１に映し出された現在撮像中の画像
と、ベストイメージエリアＡ２に映し出された鮮明度評価値の高い画像とを比較しながら
撮像できるので、撮像しながら自分が希望する画像が記録されたか否かを確認することも
でき、撮像終了のタイミングを迷うこともない。
【００３５】
　これにより、オペレータが最適画像と信じる画像の鮮明度評価値が最も高ければその画
像が残されており、その画像よりも鮮明度評価値の高い画像が撮像されていればより鮮明
な画像が残されるので、ピンボケや画像ブレのない鮮明な画像が撮像されることとなる。
　しかも、バッファメモリ１１とフレームメモリ１３は、最適画像が得られるまでの時間
に拘らず、すなわちスタートボタンを押すことによる画像の取込開始からストップボタン
を押すことによる取込終了に至るまでの時間の長短に拘らず、夫々１画像分の画像信号を
記録する容量があれば足りるので、メモリとしてコンパクトで低廉なもので足り、製造コ
ストを抑えることができる。
【００３６】
　なお、上述の説明では、観察ヘッド２に方形の観察孔３を形成した場合について説明し
たが、観察孔３は文字通りの方形に限らず、図７（ａ）に示すようにコーナ部２０ａ～２
０ｄが面取りされた方形に形成されていたり、図７（ｂ）に示すようにコーナ部２１ａ～
２１ｄがアール仕上げされた方形に形成されている場合も、その観察孔３の４辺３ａ～３
ｄから周囲に向かって徐々に低くなるように広がる斜面９Ａ～９Ｄが形成され、それぞれ
の傾斜角度が実施例１と同様に設定されていれば、同様の作用効果が得られる。
【００３７】
　また、上述の説明では、メインスイッチとスタートボタンを別途設けた場合について説
明したが、本発明はメインスイッチとスタートボタンを兼用させ、メインスイッチオンと
同時に画像信号を記録開始するようにしてもよい。
　さらに、鮮明度評価値が等しい場合にフレームメモリ１３を最新画像信号に書き換える
ようにしているが、これに限らず前の画像信号を残すようにしてもよい。
　さらにまた、データ処理装置１０を拡大撮像装置１の本体１７と別体とした場合につい
て説明したが、本体１７内に組み込む場合であってもよい。
【実施例２】
【００３８】
　図８はさらに他の実施形態を示す。なお、図１と共通する部分は同一符号を付して詳細
説明を省略する。
　本例の撮像装置３１は、皮膚に当接される観察孔３２の周縁部３２ａに被観察物表面の
水分量を検出する水分センサ３３が設けられ、その検出信号がデータ処理装置１０に転送
される。
　本例では、電気容量式の水分センサが使用されているが、水分に応じた電気信号が出力
されるものであれば、抵抗式その他任意のセンサを使用し得る。
【００３９】
　データ処理装置１０は、画像信号Ｇｎの撮像タイミングと同期的に水分センサ３３から
出力される検出信号に基づいて水分量の判定値Ｈｎを算出する判定値算出手段と、算出さ
れた判定値をその画像信号と対応させてメモリ３４に取り込み、撮像終了時にフレームメ
モリ１３に残された画像信号Ｇｍに対応する判定値Ｈｍを所定の記録領域に記録する判定
値記録手段を備えている。
【００４０】
　図１０はデータ処理装置１０の処理手順を示すフローチャートであって、図３と共通す
る処理は同一ステップ番号を付して詳細説明を省略する。
　本例では、ステップＳＴＰ３で入力された最初の画像信号Ｇ１をバッファメモリ１２に
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取り込むと、その画像信号Ｇｎがディスプレイ１１のライブイメージエリアＡ１に映し出
される。
　そして、鮮明評価値を算出するステップＳＴＰ４の処理と並行して、ステップＳＴＰ４
１で画像信号Ｇ１の入力と同期して入力された水分センサ３３からの検出信号に基づいて
、ステップＳＴＰ４２で水分量の判定値Ｈ１を算出し、メモリ３５に記録する。
　この判定値は、例えば、既定の水分量に対する水分センサ３３による実測値（電気容量
値）を実験などで求めて作成した水分データテーブルを記憶させておき、検出された電気
容量値をこの水分データテーブルのデータと照合させることにより求める。
【００４１】
　次いで、ステップＳＴＰ５ａに移行し、ステップＳＴＰ３で入力された画像信号Ｇ１を
Ｇｍとしてフレームメモリ１３に記録すると共に、ステップＳＴＰ４で算出された鮮明度
評価値ＣＶ１及びステップＳＴＰ４２で算出された水分判定値Ｈ１をそれぞれＣＶｍ及び
Ｈｍとしてメモリ１８の所定の記録領域に記録して、ステップＳＴＰ６へ移行する。
　なお、この場合、画像信号Ｇｍはディスプレイ１１のベストイメージエリアＡ２に映し
出されている。
【００４２】
　ステップＳＴＰ６に移行して、新しい画像信号Ｇｎが入力されるとこれをバッファメモ
リ１２に取り込み、その画像信号Ｇｎをディスプレイ１１のライブイメージエリアＡ１に
映し出させる。
　そして、鮮明度評価値ＣＶｎを算出するステップＳＴＰ７の処理と並行して、ステップ
ＳＴＰ７１で画像信号Ｇｎの入力と同期して入力された水分センサ１３からの検出信号に
基づいて、ステップＳＴＰ７２で水分量の判定値Ｈｎを算出し、メモリ３５に記録する。
【００４３】
　次いで、ステップＳＴＰ８で、新しい画像信号Ｇｎの鮮明度評価値ＣＶｎと、フレーム
メモリ１３に記録されている画像信号Ｇｍの鮮明度評価値ＣＶｍが比較され、ＣＶｎ≧Ｃ
Ｖｍの場合は、ステップＳＴＰ９ａに移行する。
　ステップＳＴＰ９ａでは、新しい画像信号ＧｎをＧｍに、鮮明度評価値ＣＶｎをＣＶｍ

に、水分判定値ＨｎをＨｍに書き換えると共に、新しい画像信号Ｇｍをディスプレイ１１
のベストイメージエリアＡ２に映し出して、ステップＳＴＰ９１でタイマを起動させ、ス
テップＳＴＰ１１に移行する。
　一方、ＣＶｎ＜ＣＶｍの場合は、ステップＳＴＰ１０ａに移行し、前の画像信号Ｇｍ、
鮮明度評価値ＣＶｍ、水分判定値Ｈｍを書き換えることなく、新しい画像信号Ｇｎと、そ
の鮮明度評価値ＣＶｎ及び水分判定値Ｈｎを消去して、ステップＳＴＰ１１に移行する。
【００４４】
　そして、ステップＳＴＰ１１でストップボタン（図示せず）が押されると、ステップＳ
ＴＰ１２ａでフレームメモリ１３に残った最適画像を選別画像記録部１４に記録すると同
時に、その最適画像に対応した水分判定値を水分判定値記録部３７に記録して処理を終了
する。
【００４５】
　また、ストップボタン（図示せず）が押されないときは、ステップＳＴＰ９２に移行し
て、ステップＳＴＰ９１で起動されたタイマで予め設定された所定時間（例えば５秒）経
過したか否かが判断され、経過していない場合はステップＳＴＰ９３及び９４をスキップ
してステップＳＴＰ６に戻り、経過した場合は、ステップＳＴＰ９３で現在記憶されてい
る評価値ＣＶｍを予め設定された所定の値ＣＶ０に書き換え、ステップＳＴＰ９４でタイ
マをリセットした後、ステップＳＴＰ６に戻る。
　このときＣＶ０は、例えばＣＶ０＝（２／３）ＣＶｍのように現在記録されている評価
値ＣＶｍより必ず小さくなる値が選定される。なお、このときの値は、ピントはあってい
ないが画像に映っているものは認識できる程度にピントが合っているときの評価値に等し
くなる値に設定することが好ましい。
【００４６】
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　これにより、例えば、肌のある部位を最初に撮像したときにその部位では目的とする画
像が得られず、最初の部位とは異なる次の部位を撮像しようとする場合に、操作者がスイ
ッチを入れ直すことなく連続して撮像することができる。
　すなわち、最初の部位を撮像が終了した段階で評価値ＣＶｍが記録されており、撮像装
置３１を肌から離して次に撮像する部位を探すまでは、観察孔３２が観察対象物が当接さ
れることはないので、記録されている評価値ＣＶｍより高い評価値ＣＶｎが入力されるこ
とはなく、その間、５秒程度経過すると、記録されている評価値ＣＶｍがＣＶ０に低下す
る。
　この段階で、観察孔３２を次の撮像部位に当接して撮像すれば、ピントが合った段階で
、そのときの評価値ＣＶｎが記録されている評価値ＣＶｍ＝（ＣＶ０）を上回るので、最
初の撮像部位の画像信号Ｇｍ及び水分判定値Ｈｍが次の撮像部位の画像信号及び水分判定
値に自動的に書き換えられることになる。
【００４７】
　ここで、ステップＳＴＰ４及びステップＳＴＰ７の処理が評価値算出手段であり、ステ
ップＳＴＰ３，５ａ，６，９ａの処理が画像信号出力手段であり、ステップＳＴＰ５ａ～
１１の処理が画像選別手段である。
　また、ステップＳＴＰ４１～４２の処理及びステップＳＴＰ７１~７２の処理が水分の
判定値算出手段であり、ステップＳＴＰ５ａ、９ａ及び１２ａの処理が水分の判定値記録
手段であり、ステップＳＴＰ９１からステップＳＴＰ１１を通りステップＳＴＰ６に戻る
ループが撮像部位変更時連続撮像手段である。
【００４８】
　なお、水分判定値は所定のボタン操作でディスプレイ１１に表示させたり、ベストイメ
ージエリアＡ２にその画像と一緒に表示させたりすることができる。
　また、水分センサ３３は一つに限らず、周縁部３２ａに複数のセンサを設けておき、夫
々の検出信号に基づいて算出された判定値を平均処理したり、３以上の場合は、最高・最
低の判定値を除いた中間の判定値を平均処理してもよい。
　さらに、この場合に、算出された夫々の判定値同士に予め設定された許容誤差以上の大
きな差がある場合は、センサ異常あるいは、片方に水滴が付着するなどの測定異常がある
と判断してアラームを鳴らすようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００４９】
　以上述べたように、本発明は、被観察物となる肌に当接させた観察孔を通して、肌を拡
大して撮像する用途に適用することができる。
【符号の説明】
【００５０】
１　　拡大撮像装置
２　　観察ヘッド
３　　観察孔
４　　撮像光学系
５　　照明系
Ｘ　　撮像光軸
７　　固体撮像素子　
９Ａ～９Ｄ　斜面
１０　画像処理装置
１１　ディスプレイ
１２　バッファメモリ
１３　フレームメモリ
１４　選別画像記録部
３１　撮像装置
３２　観察孔
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３２ａ　周縁部
３３　水分センサ
３４　メモリ
 

【図２】 【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図９】 【図１０】
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【図１】
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